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横 浜 国 立 火 学 請 師 侍 文 育 学 冶 愉
様 i 兵 田 立 大 学 助 教 授
放 送 教 育 剛 発 セ ン タ ー 助 子 剣 受 価 牙 究 開 発 部 併 任 1 9 9 1 年 3 ナ ほ で )
東 京 都 立 大 学 助 教 授 ( 人 文 学 部 )
東 京 都 立 大 学 教 授
東 北 大 学 教 授 ( 文 学 音 愉
東 北 大 学 教 授 ( 大 学 院 文 学 研 究 科 )
同 定 年 退 職 予 定
原
最 終 学 歴
1 9 6 4  印 研 U 3 9 ) 年 3 月
1 9 6 4  ( 昭 チ Π 3 9 ) 年 4 円
1 9 6 8  ( 昭 和 4 3 ) 年 3  H
1 9 6 8  ( 昭 和 4 3 ) 年 4  打
1 9 7 0  ( 昭 和 4 5 ) 年 3 月
1 9 7 0  ( 昭 和 4 5 ) イ r . 4 月
1 9 7 2  ( 昭 和 4 7 ) 年 3 月
1 9 7 2  ( 昭 和 4 7 ) 年 4 1 1
1 9 7 3  ( " 研 n 4 8 ) 年 3 月
純 輔 教 授 略 歴
生 年 村 日
木 籍 地
職 名
所 属
1 9 4 5  ( 昭 和 2 0 ) 午  9 月 1 4 "
新 潟 県
文 学 研 究 科 長 ・ 教 長
文 学 研 究 科
折 潟 県 立 長 淌 高 等 学 校 卒 業
東 京 大 学 教 養 学 部 文 科 三 類 入 学
東 京 大 学 文 学 部 社 会 学 科 卒 業
東 京 教 介 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 修 士 課 程 入 学
同 上 退 学
東 京 火 学 大 学 院 社 会 学 研 究 科 修 士 課 程 入 学
同 上 修 了
東 京 大 学 大 学 院 社 会 学 研 究 科 博 1 : 課 程 進 学
同 ヒ 退 学
職
歴
1 9 7 3  ( 昭 1 [ 1 4 8 ) 年 4  刃
1 9 7 4  ( 昭 和 4 9 ) 年 4  j l
1 9 9 0  ( 平 成  2  ) 年 4  j l
1 9 9 1 ( 平 成  3 ) 年 4  打
1 9 9 3  ( 平 成  5 ) 年 4 月
1 9 9 4 ( 平 成 田 午  4 月
2 0 0 0  ( 平 成 1 2 ) 午  4 月
2 0 四 ( 平 成 2 1 ) 年 3  打
? ?
?
賞
1991(平成 3)午 7月
大学内での役職
20脇(平成15)年6月
2004 (平成16)イ「 4 村
2006 (平成18)イF 4月
2008 (平成20)年4 ナ1
第1回福武直賞
直井優'原純輔他編『現代日本の階層榊造』(全4巻),東京大
学出版会,1990年
担当授業等
行動科学概論・各論・演習
行動科学基礎実習
引'釜li動科学特論・研究演習
東北大学21世紀COE プログラ1、「社会陪垪と不平等研究教官
拠点の形成」人材育成オフィス長(2008年3 河まで)
副文学研究科長(2006年3 乃まで)
文学研究科長(2008年3 打まで)
文学研究千1長(2009年3jほで)
他大学への出講
1974 U1召和49)
1978 (昭和53)
1978 印召1Π53)
19幻(Ⅲ11那6)
1981 印召1応6)
1982 (昭和57)
1984 (昭和59)
1984 (昭和59)
1985 印召和60)
1985 ("研Π60)
1986 (昭和61)
1987 印召和62)
1987 (昭和62)
19朋(昭和63)
1988 (昭和63)
1989 (平成元)
1989 (平成元)
1991 (平成 3 )
1992 (平成 4 )
19鰐(平成 5)
19鮖(平成 7)
1997 (平成 9 )
1998 (乎成10)
2005 (平成16)
年 打
年4月
年10月
午4月
年4 "
年・4月
午10打
年10月
午4打
年4月
年4月
年4乃
午 4月
年4村
午4 打
午・4月
年4月
年4月
年 月
年4 河
年4月
午4月
年4月
年4月
轍浜市立大学文理学部(1983年3jほで)
信州大学人文学部(1979午3月まで)
東京大学文学部(1992年3月まで)
東京大学文学部(1蛤1年9打まで)
偏州大学人文学部(1982年3 Hまで)
慶応義塾大学文学部(1983年3jほで)
東京大学文学部(1985年3 打まで)
東京大学敦養学部(1985午3月まで)
島根大学法文学部(1985年9 門まで)
信升1大学人文学都(1986年3月まで)
大阪大学人問科学部(1986年9月まで)
東京都立大学大学院社会科学研究凋(1988年3打まで)
慶1心義塾大学法学部(1989年3ナほで)
東京大学文学都(1988年9月まで)
東北大学文学部(1989年3月まで)
慶1心義塾大学文学部(1990年3月まで)
三埀大学人文学部(1990年3 打まで)
放送教育開発センター研究開発部住9兜年3刀まで)
斗剥ヒ人学文学部(1994午3jほで)
信升1ゾC学人文学部(1994午3月まで)
宮城学院女子大学学芸学部(1999年3月まで)
九州大学文学部(1998年3 打まで)
九州大学火学院人間環境学研究斜(20船年3月まで)
放送大学教養学都(現在に至る)
?
学 会 1 窒 員 等
1 9 8 6  ( 昭 和 6 1 ) 年 3 月
1 9 8 9  ( 平 成 元 ) 年 1 0 月
1 9 8 9 ( 平 成 元 ) 午 1 0 "
1 9 9 7  ( 干 成  9 ) 午  4 月
2 0 備 ( 平 成 1 5 ) 年 7 月
2 0 0 6  ( 平 成 1 8 ) 年 8  j ]
そ の 他
1 9 8 9  ( 平 成 元 ) 年 1 0 円
1 9 9 3  ( 平 成  5  ) 年 4 1 1
2 0 0 2  ( 平 成 1 4 ) 年 4 1 1
2 0 0 3  ( 平 成 1 5 ) 年 1 ] 打
2 0 0 4  ( 平 成 1 6 ) 年 4 月
数 理 社 会 学 会 副 会 長 ( 1 9 8 9 年 1 0 月 ま で )
数 理 社 会 学 会 理 亊 ( 1 9 9 1 年 1 0 月 ま で )
数 理 社 会 学 会 会 長 ( 1 9 9 5 年 3 J ほ で )
モ 則 蔀 テ 動 計 量 学 会 理 事 ( 1 9 9 9 年 3 j ほ で )
東 北 社 会 学 会 会 長 ( 2 0 0 5 年 7 月 ま で )
日 木 学 術 会 議 連 挑 会 員 ( 現 在 に 至 る )
領 お 佳 協 総 合 研 究 所 評 議 貝 住 9 9 3 年 9 月 ま で )
2 0 5 年 の 東 京 を 老 え る 懇 談 会 委 員 ( 東 京 都 . 1 9 9 5 年 3 j ほ で )
( ! 朔 日 本 性 教 育 協 会 理 出 σ 見 在 に 至 る )
社 会 凋 査 士 資 格 認 定 機 備 理 事 ( 現 在 に 至 る )
松 下 国 際 則 団 研 究 助 成 還 老 委 員 ( 2 0 0 8 年 3 河 ま で )
]'安田三郎・原純輔胖士会調査ハンドブック』(第3 版)有斐閣,1982年12河
2.河村十寸穂・斎藤昌男・原純輔『都市と市民参加』(有隣新書26),有隣堂,
]984年8月
業
3.原純輔・海野道郎『社会調査演習』東京大学出版会,1984年9月
ι」'.
亦貝
4.岡田直之・原純輔他編畔斤版社会学用語辞典』学文社、 1985年5月
目
5.原純輔一海野道郎編縢郊里社会学の現在』数理社会学朋究会,1985年H月
録
6.直井優・原純輔・小林南編件士会階屡・社会移動』(リーディングス日本の
社会学8),東京火学出版会,1986年3月
フ.海野道郎・原純輔・和田修一編『数理社会学の展開』数理社会学研究会,
1988年3月
8.原純輔編郎皆層意識の動態』(現代日本の階層構造2),東京大学出版会,
1990年1 11
1
9.天野証子・原純輔Π也編『全訂版社会学用語舌辛典』学文社,19兜年6月
10,原純輔・力山藤秀・・・石川由香里『若者の性はいまー^お少年の性行動第
4回調査』(性科学ハンドブック田,日本性教育協会,1997年7月
Ⅱ.原純輔'盛山和夫胖士会階層^豊かさの'1.の不平等』東京大学出版会,
1999年9月
12.原純輔編『近代化と社会階層』(日本の階層システム 1),東京大学出版会,
2000年6月
13.原ミ愽市・盛山和夫(鄭賢淑訳)「包邑91 人1訓川考』赴号 01升叩口1,2002年4月
14.原純輔編群克動化と社会格差」(講座・社会変動5),ミネルヴァ書房,20促
年5月
15.原純輔・海野道郎胖士会調査演習』(第2版),東京大学出版会,2004年1月
者書・編者書
?
21 6 .
原 純 輔 ・ 浅 川 達 人 件 士 会 調 査 』 放 送 大 学 教 育 振 興 会 , 2 0 備 年 3 月
H a r a ,  J u n s u k e  a n d  K a z u o  s e i y a m a  ( t r a n s .  b y  B r a d  w i 1 1 i a m s ) , 1 π ι q 1 ι α l i b , α 1 π i d
A ガ 1 記 ι 1 記 ι J  S O C I ' α I  s h a h y l ' ι α t i 0 π  i π ノ α つ α π ,  T r a n s  p a c i f i c  p r e s s , 2 0 0 5 年 1 0 河
盛 山 和 夫 ・ 原 純 輔 緬 劇 惨 ) 『 現 代 日 本 社 会 階 層 調 査 研 究 資 料 集 一 1 9 鮖 年 S S M
調 査 報 告 書 』 ( 全 6 巻 ) , 日 本 図 当 七 ン タ ー , 2 0 0 6 年 4  打
原 純 剌 " 覇 『 リ ー デ ィ ン グ ス 戦 後 日 本 の 格 差 と 不 平 等 2 一 広 が る 平 等 神 話
1 9 7 1 - 1 9 8 5 」 日 本 図 書 セ ン タ ー , 2 0 0 8 年 3 月
原 純 輔 ・ 佐 藤 嘉 倫 一 大 渕 憲 一 編 『 社 会 階 層 と 不 平 等 』 放 送 大 学 教 育 振 興 会 ,
2 0 0 8 年 3 月
原 純 輔 ・ 浅 川 達 人 胖 士 会 調 査 』 ( 第 2 版 ) , 放 送 大 学 教 育 振 興 会 , 2 0 0 9 年 2 月
1 7
1 8
1 9
2 0
2 1
Ⅱ
文
1 . 原 純 輔 「 人 口 の 入 替 移 動 と 経 由 移 到 U . 件 士 会 学 評 論 』 2 2 巻 2 号 , 日 本 社 会 学
1 9 7 1 年 1 2 月 : 6 9 - 8 5ユ 丈
2 . 原 純 輔 「 マ ル コ フ 連 鎖 と 社 会 移 動 」 . 安 田 三 郎 編 跡 女 理 社 会 学 j ( 社 会 学 講 座
1 7 ) , 東 京 大 学 出 版 会 , 1 9 7 3 年 1 月 : 7 9 - 1 1 4
3 . 安 田 三 郎 ・ 原 純 輔 「 社 会 学 に お け る 統 計 的 手 法 の 展 開 」 . 『 応 用 統 計 学 』 2 巻
3  号 ,  j 心 用 統 計 学 会 , 1 9 7 3 : 年 9  河 : 1 1 9 - 1 3 6
4 . 原 純 輔 Π 俄 歴 デ ー タ の 蒐 集 ・ 処 理 ・ 分 析 」 . 餌 哉 業 の 社 会 学 的 研 究 2 」 職 業
研 究 所 . 1 9 7 4 年 3 月 : 4 7 ー フ 0
5 . 原 純 輔 「 社 会 調 査 デ ー タ 分 析 の た め の 汎 用 プ ロ グ ラ ム 」 . 「 横 浜 国 立 大 学 人
文 紀 要 』 2 0 輯 , 横 浜 国 立 火 学 教 育 学 部 , 1 9 7 4 年 1 0 月 : 4 2 - 6 3
6 . 原 純 輔 「 社 会 移 動 の 数 理 分 杤 ' 」 . 「 横 浜 国 立 大 学 人 文 紀 要 1 2 1 輯 . 横 浜 国 立 大
学 教 育 学 部 , 1 9 7 5 年 1 0 月 : 1 - 2 2
フ . 今 田 高 俊 ・ 原 糸 酬 噛 「 現 代 日 本 の 階 層 構 造 一 地 位 の 一 貫 性 と 非 ・ 一 貫 性 」 . 『 現
代 社 会 学 』  4  巻 2 号 , 講 談 社 , 1 9 7 7 年 1 1 月 : 9 - 1 N
8 . 原 純 輔 ・ 志 田 倫 代 「 ヲ 部 皆 層 的 ク ラ ス タ ー 分 析 」 . 『 横 浜 国 立 大 学 人 文 紀 要 』 2 4
輯 , 横 浜 国 立 大 学 教 育 学 部 , 1 9 7 8 : 年 1 1 河 : 1 7 - 3 8
? ?
? ?
9 今田高俊・原純輔「社会的地位の一貫性と非一貫性」.富永健一編『H本の
階層構造』東京大学出版会,1979年2月:162-197
10原純輔阿哉業経歴の分析」.富永健一編「日本の階層構造』東京大学出版会,
1979年2月:198-231
11岡木英雄・原純輔「職業の魅力評価の分析」.富永健一編佃本の階層構造』
東京大学出版会,1979年2月:421、433
12原純輔阿哉業経歴の社会学的研究一到述点と課題」.餌哉業の社会学的研究
3』職業研究所、 1981年3 打:133
13原純輔「階屡構造論」安田三郎他編『社会構造』(基礎社会学Ⅳ),東洋経
済新゛階士,1981年4 jl:34-54
14原純輔・渡辺裕子「精神薄弱児における職業的社会化の様相とパターン」
『横浜国立大学人文紀要」28輯,横浜国立大学教育学部,1982年10月:25・
42
15、原純輔「質的データの解析法」.直井優編胖士会調査の基召劃サイエンス社,
1983年11月:207-27フ
16.原純輔「質的データの解析法:エラポレイションの拡張」.原純輔'海野
道郎編 r数理社会学の現在』数理社会学研究会,1985年Ⅱ月:345-357
3
17.原純輔阿哉業移動のネットワーク」,直井優・原純輔・小林甫編 1社会階
層・社会移動」(リーディングス日木の社会学8),東京大学出版会.1986年
3月:214-228
18.原純輔「数理社会学・計量社会学と電子計算機」,『東北社会学年幸際 15ぢ,
東北社会学会,1986年9月:23-41
19.原純輔「子どもは日本をどうみているか」.辻村明・古畑和孝・飽戸引、編
『世界は日本をどう見ているか』日本評論社,19釘年3 乃:205-218
20.原純輔「非定型データの処理・分析」.海野道郎・原純輔・和田修一編ル1
理社会学の展開」数理社会学研究会,19認年3月:461-471
21.原純輔「社会階層と政治愆識」.郡皆層意識の動態』1985年社会階層と社会移
動全国調査委員会,1988年3月:269-291
42 2
原 純 輔 ・ 渡 辺 裕 子 「 発 達 の 基 準 と 評 価 」 『 理 論 と 方 法 』  4 巻 1 号 , 数 理 社 会
学 会 , 1 9 即 年 1 0 j l  : 5 7 ー フ 5
原 純 輔 「 序 論 一 階 層 意 識 研 究 の 課 題 」 . 原 純 輔 編 亦 皆 層 意 識 の 動 態 』 ( 現 代 日
本 の 階 層 構 造 2 ) , 東 京 火 学 出 版 会 , 1 9 9 0 : 年 1 月 : 1 - 2 2
原 純 輔 ・ 肥 和 野 佳 子 「 性 別 役 割 意 識 と 主 婦 の 地 位 評 価 』 . 直 井 道 子 ・ 岡 本
英 雄 編 『 女 性 と 社 会 階 塀 』 ( 現 代 Π 本 の 階 層 構 造 4 ) , 東 京 大 学 出 版 会 , 1 9 9 0
年 8 月 : 1 6 5 - 1 8 6
原 純 輔 「 安 田 三 郎 件 士 会 移 動 の 研 究 」 を 支 え た も の 」 . 『 理 論 と 方 法 』  6 巻  1
号 , 数 理 社 会 学 会 , 1 9 9 1 年 4 j l : 1 0 0 - 1 0 6
原 純 輔 「 定 型 デ ー タ と 非 定 測 デ ー タ 」 . 原 純 輔 編 『 非 定 型 デ ー タ の 処 理 ・ 分
析 法 に 関 す る 基 礎 的 研 ヲ U  科 学 研 究 費 補 助 金 報 告 書 , 1 9 兜 年 3 月 ' 1 - 1 4
原 純 輔 「 政 治 的 態 度 の 変 容 と 1 塔 層 , ジ ェ ン ダ ー j ' 直 井 優 ・ 盛 山 和 夫 ・ 問 々 田
孝 夫 編 佃 本 社 会 の 宗 m 朗 流 』 東 京 大 学 出 版 会 , 1 9 9 3 年 5  河 : 1 0 1 - 1 2 0
H a r a ,  J u n s u k e , " p o l i t i c a l  A t t i t u d e  a n d  s o c i a ]  s t r a t a . "  K e n j i  K o s a k a ( e d . ) ,  S 0 α ' a l
S t プ α t が i ι α t i 0 π 力 I  C 0 π t の π つ 0 才 α ? ' y ノ α つ α π ,  K e g a n  p a U 1 1 n t e r n a t i o n a l , 1 9 9 4 年 3 月
1 1 8 - 1 4 8
2 3
2 4
2 5
2 6
2 7
2 8
2 9
原 純 輔 Π 近 代 主 義 者 」 の 階 層 観 」 『 理 論 と 方 法 』 9 巻 2 号 , 数 理 社 会 学 会 ,
1 9 9 4 年 1 0 月 : 1 5 7 - 1 6 9
原 純 輔 「 社 会 学 と 性 行 動 研 究 」 『 理 論 と 方 法 』  9 巻 2 号 , 数 理 社 会 学 会 、
1 9 鮖 年 1 1 月 : 1 0 1 - 1 1 0
原 純 輔 「 戦 後 H 本 の 階 層 と 階 層 意 識 一  S S M 調 査 1 9 5 5 - 1 9 9 5 年 の 軌 跡 」 . 『 行
動 討 ' 呈 学 』  2 4 巻  1 号 , 日 木 行 到 ' 1 量 学 会 , 1 9 9 7 年 6 月 : 1 1 - 1 9
原 純 蛸 「 流 動 性 と 開 j 女 性 一 世 代 問 社 会 移 動 の 趨 勢 ( 昭 和 初 期 一 1 9 鮖 年 ) 」
石 田 浩 編 件 士 会 階 層 ・ 移 動 の 基 礎 分 析 と 国 際 比 較 』 ( 1 9 9 5 年 S S M 調 査 シ リ
ズ  1 ) , 1 9 9 5 年  S S M  調 査 研 究 会 , 1 9 9 8 年 3 月 : 2 7 - 4 2
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